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序　　　文序　　　文序　　　文序　　　文序　　　文

　エジプト国カイロ大学看護学部プロジェクトは、同国における看護レベルの向上のため同大学

看護学部の機能強化を支援し、看護婦のいっそうの養成を推進することを目標として、平成６年

４月１日から平成11年３月31日まで５年間の予定で実施されているものです。

　このたび、国際協力事業団は、本件実施に関する討議議事録に基づく協力期間が平成11年３月

31日をもって終了するのに先立ち、これまでの協力内容などの評価をエジプト側と共同で行うた

めに、平成10年10月23日から11月４日まで天使女子短期大学学長近藤潤子氏を団長とする終了時

評価調査団を派遣しました。

　本報告書は、本調査団が実施した調査および協議の内容と結果などを取りまとめたものです。

ここに、本件調査にあたりご協力いただきました調査団員および関係各位に対しまして、深甚な

る謝意を表しますとともに、今後とも本件技術協力の成功のために、いっそうのご指導、ご鞭撻

をお願い申し上げます。

　平成11年３月

国際協力事業国際協力事業国際協力事業国際協力事業国際協力事業団団団団団　　　　　　　　　　　　　　　
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第１章　終了時評価調査団の派遣第１章　終了時評価調査団の派遣第１章　終了時評価調査団の派遣第１章　終了時評価調査団の派遣第１章　終了時評価調査団の派遣

１－１　調査団派遣の経緯と目的１－１　調査団派遣の経緯と目的１－１　調査団派遣の経緯と目的１－１　調査団派遣の経緯と目的１－１　調査団派遣の経緯と目的

　エジプトでは、医師数に比べて看護婦が不足しており、医療施設運営に支障をきたしているこ

と、看護技術の低水準およびその養成施設の未整備などが保健行政上解決すべき国家課題となっ

ており、国家開発計画の重点政策のひとつに掲げられている。

　このような背景のもとに、わが国は同国に対し公衆衛生看護を主体として、看護教育研究プロ

ジェクト（1978～1983年）およびカイロ大学小児病院（1983～1986年）での臨床看護の技術移

転を通じ看護婦の人材養成協力事業を実施してきた。

　エジプト側はこれらのプロジェクトを高く評価し、カイロ大学看護学部を拠点として看護教育

における指導者の質の向上・育成および周辺国に対する看護教育の指導的役割を果たすべくわが

国に対し、同学部施設の建設にかかる無償資金協力および建設された施設を活用したプロジェク

ト方式技術協力を要請してきた。

　これを受けてわが国は、1993年10月15～24日まで札幌医科大学近藤潤子保健医療学部長（当

時）を団長とする実施協議調査団をエジプトに派遣し、本プロジェクトのＲ／Ｄを取りまとめる

とともに、1994年４月１日から５年間にわたるプロジェクト方式技術協力を開始することとなっ

た。

　また、無償資金協力による看護校舎も1995年２月に完成し、新校舎の施設・機材を有効に活用

したプロジェクト活動を展開してきた。

　本調査は、1999年３月末にプロジェクト協力期間が終了することから、終了に先立ち国内委員

を中心として構成された終了時評価調査団を派遣し、実施内容および実績の評価を行った結果か

ら提言などを導き出し、今後の協力の方向性を定めることを目的としたものである。

１－２　調査団の構成１－２　調査団の構成１－２　調査団の構成１－２　調査団の構成１－２　調査団の構成

(団員氏名） (担当分野） 　　　（所　　属）

近藤　潤子 団長／総括 天使女子短期大学学長

丸山　知子 看護教育 札幌医科大学保健医療学部教授

照井　洋子 臨床看護 札幌医科大学付属病院看護部長

根間　敦子 図書館管理 日本赤十字看護大学図書館司書

中野　　勉 計画評価 国際協力事業団医療協力部医療協力第二課課長代理
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１－３　調査日程１－３　調査日程１－３　調査日程１－３　調査日程１－３　調査日程

日順 月日（曜日） 　　　　　　　　　　移動および業務

１ 10月23日（金） 移動：成田→パリ（JL405）

２ 24日（土） 移動：パリ→カイロ（AF504）

３ 25日（日） 第三国研修「看護リーダー研修」開講式出席

カイロ大学看護学科長表敬

看護学科内施設使用状況視察

ＪＩＣＡエジプト事務所表敬、打合せ

４ 26日（月） カイロ大学学長表敬

カイロ大学医学部長表敬

在エジプト日本大使館表敬

５ 27日（火） カウンターパートとの面談

６ 28日（水） カイロ大学看護学科との協議

７ 29日（木） カイロ大学看護学科との協議、合同評価報告書（案）作成

８ 30日（金） 資料整理

９ 31日（土） カイロ大学看護学科長交代式出席

合同評価報告書（案）作成

10 11月１日（日） 合同評価報告書署名

11 ２日（月） 移動：カイロ→ロンドン（BA154）

12 ３日（火） 移動：ロンドン→

13 ４日（水） 移動：→成田（BA005便）

１－４　主要面談者１－４　主要面談者１－４　主要面談者１－４　主要面談者１－４　主要面談者

〈エジプト側〉

　（カイロ大学）

Prof. Dr. Farouk Ismail 総長

Prof. Dr. Mootaz El Sherbiny 医学部長

Prof. Dr. Cheherezade Ghazi 看護学科長

Prof. Dr. Eman Mourad 地域看護教授（前学科長）

Prof. Dr. Nilufer R. Shafik 大学院担当副学科長、図書館長（基礎看護学）

Prof. Dr. Aisha A. El Sayad 学部担当副学科長（看護管理学）

Prof. Dr. Saneya M. Rizk 教育環境担当副学科長（地域看護学）

Prof. Dr. Shadia A. Sharaf 基礎看護、内科外科看護学主任教官
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Assistante prof. Dr. Neemat M. Youssef 小児看護学主任教官

A. prof Dr. Yousrai A. El Sayed 母性看護学主任教官

A. prof Dr. Enayat A. Khalil 精神看護学主任教官

A. prof Dr. Laila M. Abdou 看護管理学主任教官

Ms. Mahassen Ashour 事務部長

Ms. Yousria Zaki 図書館司書主任

〈日本側〉

(１) 在エジプト日本大使館

三宅　光一 一等書記官

岩井　文男 一等書記官

中野　明久 一等書記官

(２) ＪＩＣＡエジプト事務所

竹内喜久男 所長

不破　雅実 次長

内藤　律子 所員

(３) カイロ大学看護学部プロジェクト

立山　恭子 チーフアドバイザー

白井　克典 調整員

山本　敏子 専門家

長堀智香子 専門家
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第２章　総括第２章　総括第２章　総括第２章　総括第２章　総括

２－１　調査の方針２－１　調査の方針２－１　調査の方針２－１　調査の方針２－１　調査の方針

　本調査は1994年４月１日より開始され、1999年３月をもって終了したカイロ大学看護学部プロ

ジェクトの協力終了に先立ち、その成果を次のような方針で評価調査することとした。

(１) 当初計画に対して、エジプト側および日本側双方の活動実績、目的達成度について評

価を行うこと。

(２) 協力期間終了後の対処方針について非公式に協議すること。

(３) 評価結果を討議議事録に取りまとめ、双方確認のうえ署名交換すること。

２－２　調査の大要２－２　調査の大要２－２　調査の大要２－２　調査の大要２－２　調査の大要

(１) 本件協力開始時にプロジェクト目標、成果、具体的活動に関して両国の間で整理する

ためにプロジェクト・デザイン・マトリックス（ＰＤＭ）が作成され、目標達成度を測

定するための指標と指標データ入手手段があわせて示された。

　今回の調査にあたっては、カイロ大学看護学部が作成した各種レポートやプロジェク

ト専門家が作成した定期報告書（専門家が入手した英文資料含む)、あるいはこれまでの

計画打合せおよび巡回指導調査団報告書をもとに、あらかじめ目標達成度を把握するた

めの基本的情報の収集を行った。

(２) 現地においては

１) プロジェクトに派遣中の日本人専門家からの活動状況について聞き取り調査

２) 看護学部における施設内機材使用状況視察

３) 帰国研修員との面談により職務の現況聞き取り調査を実施した。

(３) 上記（１)、(２）の結果をもとに調査団側で作成した評価報告書（案）を提示し、看

護学部幹部と協議を行った。

　この協議結果により評価報告書（案）に修正を加え、合同評価報告書を議事録の形に

取りまとめ、カイロ大学総長、医学部長、看護学部長と近藤団長の間で署名交換した。
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２－３　調査結果の要約２－３　調査結果の要約２－３　調査結果の要約２－３　調査結果の要約２－３　調査結果の要約

２－３－１　効率性

(１) ５年間投入実績

１) 専門家派遣数 (長期）７名 （短期）33名 計40名

２) 研修実績 (個別）17名 （集団）６名 計23名

３) 供与機材総額 １億3000万円

４) 携行機材総額 1576万円

５) 現地業務費総額 357万6000円

(２) 本プロジェクトは開始前に、相手側実施機関カウンターパートに目標達成にかかる潜

在能力が備わっていると判断したため、長期専門家投入数を抑え、その分を短期専門家

で対応する方針とした。また、カウンターパート研修を年間約４～５名受け入れ、日本

での経験を生かし、その成果をプロジェクトの運営に反映させることとし、期待どおり

の成果が得られた。

(３) 供与機材に関しては、計5000冊の看護図書、各４台の印刷機・コピー機によりそれま

での教材制作技術を旧来のものから一掃し、作業、労力の効率化の成功、教員の教材制

作意欲を高めることに貢献した。また、教材内容も充実し学生への教育効果があがった。

特に初年度に供与した大型バスは、地域看護実習への移動手段となるばかりでなく、移

動中にバスのなかでカンファレンスをするなど。移動教室としても利用され、期待以上

の効果があった。

　したがって、必要とされた成果に見合った投入実績であったと考える。

２－３－２　目標達成度

(１) 看護教育方法とカリキュラムが改善される

　従来の教育方法に加え、看護教育機材の供与により、学生の自己学習促進がなされた。

また、カイロ大学看護学部（ＨＩＮ）教員らも、現在の教育上の問題点を認識するよう

になった。

　看護教育機材および実習室の整備により、臨床看護教育が改善された。さらに、臨床

看護・救急看護に対する重要性が認識されるようになった。

(２) 看護教育にあたる教員が養成される

　協力期間中に多くのワークショップを実施した。これらワークショップは、医学・精
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神社会学など、他分野の専門家の協力も得ることができ、すべての参加者に対し、看護

職・看護像に関する再認識に役立った。

(３) 教育およびトレーニングに活用される教育用メディアが強化される

　コンピュータなどの情報関連機器の供与は、情報技術の開発および教育の運営・管理

に大きく貢献した。また、若い世代に対しては、看護学探究へのよい動機づけとなった。

　日本における研修は、教員らが利用可能な機材を使用しての看護技術を習得し、帰国

後、看護教育手法改善に大きく役立った。

　日本やエジプトで作成された教育用ビデオテープも看護教育・健康教育に大いに利用

され、学習効果を高めた。

　しかし、教材作成に関しては、計画・立案の段階から、さらなる改善が必要である。

(４) 看護学部運営技術が向上する

　プロジェクト開始当初、供与された機材は日本側が主体的に保守管理にあたっていた

が、終了時には、ＨＩＮ財政により保守管理されるようになった。

　看護学部の運営管理技術向上に機材の供与は効果的であった。

(５) 看護実習施設の指導者看護婦の技術能力が向上する

　日本での研修は最新の知識と情報を得るよい機会となった。研修の成果は帰国後、講

議やワークショップに生かされた。しかし、臨床看護分野および救急看護分野での目標

達成は困難であった。すでに、研修を終えた教員らによって、臨床看護教育の改善は検

討されている。

(６) 図書館運営管理技術が向上する

　プロジェクト開始当初、蔵書数は7000冊しかなく、図書カードの使用など、効率のよ

い運営がなされていなかった。その後、看護関係の書籍が5000冊供与され、利用者に最

新の情報が供給されるようになった。

　書籍の供与とともに、図書館運営管理においても、長期専門家派遣および日本での研

修を通し、技術協力がなされた。これらの協力において、特に協力期間後半の３年間は、

登録・分類・目録・装備・配架などの通常業務が大きく改善され、図書館利用者数は増

加した。
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２－３－３　インパクト

(１) プロジェクトの活動を通し、ＨＩＮと地域住民の相互関係は強化された。さまざまな

分野の人々がＨＩＮの活動への参加に関心を抱いた。

　さらに、プロジェクトの目標達成を通し、看護教育の重要性の認識が強化したと思わ

れる。

(２) 教材制作・活用方法を向上させる活動のひとつとして、教育メディアである看護図書

を充実させ、その結果、図書館利用者数は増加した。本校の図書が他校より充実するに

従い、本校教員・学生の利用はもとより、外部の利用者、特にアレキサンドリアを除く

カイロ市周辺の看護学科学生などの高利用率がみられた。

(３) プロジェクトの活動が、カイロ大学看護学部だけではなく、他の大学の看護学科生、

あるいはエジプトの保健医療分野にすでに従事している人々へ刺激を与え、よりよい看

護に対する探究心を呼び起こさせたと考える。また、このような外部利用者と、看護と

いう同じ専門を通し接することは、カイロ大学看護学科生へも刺激となり、向上心を起

こさせる動因のひとつとなったと考える。

２－３－４　妥当性

(１) 1975年ごろの石油ブームのころから、湾岸諸国の経済急成長に伴い、大学卒の看護婦

の需要が近隣諸国で高まった。このため、エジプトより優秀な教員と卒業生が湾岸諸国

に高い給料で引き抜かれ、国内の看護婦および教員の数・質の低下を招いた。

(２) 一方、1980年代に入り、プライマリーヘルスケアと高度医療の導入および病床数が増

加し、レベルの高い看護婦の需要が急激に高まり、エジプトにおいて、大卒看護婦数増

加計画が打ち出された。

(３) この目的の実現手段のひとつとして、大学の看護学科と看護短大が増設され、評価の

時点での看護婦数はプロジェクト開始当初の約２倍の13万人となった。

(４) その結果、看護教育に携わる教員の数・資質が強化された。

(５) その他の影響として、本プロジェクトの活動・成果により、看護の視点が人間の基本

的欲求へと変化した。その結果、看護システムの強化がエジプトの保健政策の一環に組
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み込まれるようになった。

(６) これらを踏まえ、上位目標「看護学部の卒業生がエジプトの保健医療、福祉に貢献す

る｣、プロジェクト目標「看護学部の機能を強化しレベルアップする」は政府の援助政

策、受益者のニーズに合致しており、妥当であったと考える。

２－３－５　自立発展性

(１) 本プロジェクトのカウンターパートは定着率がかなりよく、一部の研修員は一時的に

地方の教育機関や国際的な研究所へ出向している。

　彼女らの専門知識・技術はすでに確立しており、プロジェクト終了後も活動の継続は

可能であると思われる。

(２) プロジェクト開始以来の懸案事項であった、ＨＩＮ の「学部」への正式昇格はプロ

ジェクト協力期間中、政府に承認されなかった。しかし、カイロ大学はＨＩＮの重要性

を認識し、結果としてＨＩＮは、運営管理・教育的支援活動を独立採算制で行うように

なった。

(３) プロジェクト実施期間中、日本側予算により約30回にわたって開催した看護ワーク

ショップ、セミナー、スタッフトレーニングは、プロジェクト５年目にはカイロ大学看

護学部の予算でも実施するようになった。また、看護書籍の購入費も増額されたり、プ

ロジェクト終了後も看護教育強化活動は継続されていくことが予想される。　　

(４) 現在、アフリカの看護婦を対象とした第三国研修「看護リーダー研修」の講師として、

カイロ大学看護学部教員が有効活用されている。また、パレスチナ人看護婦を対象とし

た研修をカイロ大学看護学部で実施することも検討されており、今後、エジプト国内お

よび中東、アフリカの中心的看護教育機関として看護教育の推進的役割を担うことが期

待できる。

２－４　今後の協力２－４　今後の協力２－４　今後の協力２－４　今後の協力２－４　今後の協力

　今回の評価調査において、特に相手国関係者からプロジェクト方式での技術協力の継続的実施

要望はなされなかったが、特定分野に対する個別専門家派遣、集団・特設研修でのフォロー、あ

るいは新たな第三国研修実施に向けての実施協力要望が表明されており、ＪＩＣＡエジプト事務

所をはじめとした現地関係者による今後の調整が望まれる。



－9－

２－５　結論および提言２－５　結論および提言２－５　結論および提言２－５　結論および提言２－５　結論および提言

　本件プロジェクトの協力はほぼ当初計画に即して実施され、みるべき成果があげられた。

　これらの成果は、エジプト側カウンターパートと日本人専門家との一貫した連携協力から生ま

れたものであり、今後はこの成果を活用したカイロ大学の自立的活動への努力がなされることを

期待したい。

　評価調査を通じてプロジェクトの成功は確認され、またカイロ大学看護学部の自立発展性に期

待したいが、一方でいくつかの面で今後の課題が指摘されており、課題の解決に向けては日本側

の協力によりさらに看護学部の発展を促進することになると思われる。

　プロジェクト方式技術協力という形態を取らなくても、個別専門家派遣、研修員受入、ビデオ

を中心とした教材購入への支援、あるいは第三国（個別／集団）研修の実施など、単一のかつ小

規模の援助形態を取りながら何らかの協力が継続されることを相手国実施機関も望んでおり、ま

たそうした要望には妥当性もあると判断されるので、調査団としてもこうした協力が続けられる

ようＪＩＣＡエジプト事務所とも協議しており、実現化を期待する。



－10－

第３章　プロジェクトの当初計画第３章　プロジェクトの当初計画第３章　プロジェクトの当初計画第３章　プロジェクトの当初計画第３章　プロジェクトの当初計画

３－１　プロジェクト成立の経緯３－１　プロジェクト成立の経緯３－１　プロジェクト成立の経緯３－１　プロジェクト成立の経緯３－１　プロジェクト成立の経緯

　エジプト政府は、国民の健康保持増進のためにヘルスケアの向上をめざしている。特に医師数

に比べ看護婦数は圧倒的に不足しており（1988年、医師数８万人、看護婦数５万人)、看護技術

水準は一定のレベルには達していない。　

　看護婦の教育背景は高等学校看護科卒業者が全体の98.5％を占めている。高等学校卒後の看護

婦養成機関は大学の６看護学部と２つのTechinical Health Instituteのみであり、その数と

規模は小さい。社会的経済的状況もあり、卒業生の多量輩出はかなりの困難がある。

　質の高い看護婦の不足は昨今の高度医療の普及が急進している現状では医療施設運営に支障を

きたしている。地域保健サービスの分野においては看護学部の卒業生は皆無に等しい。しかも看

護婦の教育環境施設も未整備であり、保健行政上国家的課題となっていて、国家開発計画の重点

政策のひとつに掲げられている。

　このため、わが国は同国に対し、1978～1983年の看護教育研究プロジェクトおよび1983～1993

年のカイロ大学小児病院プロジェクトを通じ看護婦の人材養成協力事業を実施してきた。エジプ

トはこれらを高く評価し、看護教育指導者の養成を図るために、わが国に対してカイロ大学看護

学科を拠点とするプロジェクト方式技術協力と無償資金協力の校舎建設の要請をしてきた。

　本要請を受け、わが国は1989年９月にプロジェクト方式技術協力および無償資金協力の合同事

前調査団を派遣した。ところが1990年のイラクによるクウェイト侵攻、1991年の湾岸戦争勃発に

よりプロジェクト形成準備は大幅に遅れ、また無償協力資金にかかわる交換公文（Ｅ／Ｎ）署名

および批准も多大の日時を要したため、校舎建設も遅れ、1992年10月に着工し1995年２月に完成

引き渡しが行われた。

　技術協力プロジェクトは、校舎完成後すぐに教育活動を活発に実施するために、校舎建設中に

技術協力プロジェクトを開始することとなり、わが国は1993年10月実施協議調査団を派遣した。

　同調査団は、本プロジェクトに対する技術協力実施の具体的事項について（ＰＣＭ：プロジェ

クト・サイクル・マネージメント）エジプト側実施機関と討議した結果、｢カイロ大学看護学部に

対する技術協力に関する討議議事録（Ｒ／Ｄ）および暫定実施計画書（ＴＳＩ）」とＰＣＭを取

りまとめ、署名交換し、本プロジェクトに対する技術協力が1994年４月１日から1999年３月31日

までの５年間にわたって実施されることになった。
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⑤－２　実習病院の看護婦に対し、患者のケアについて指導助言する。

⑤－３　実習病院で使用する実習機材を充足する。

(５) 協力計画

　看護学部における本プロジェクトの本格的な活動は、1995年２月に完成、引き渡しを

終了した総額32億6300万円の無償資金協力による校舎、機材を使用して実施されること

になった。そのための準備として校舎完成１年前より、カリキュラムの見直しなど、教

育活動全般にわたりアセスメンを実施することとなった。

(６) プロジェクトの管理運営

１) カイロ大学総長はプロジェクトの実施と組織に対し、すべての責任を負う。

２) カイロ大学看護学科長はプロジェクトの管理、運営について責任を負う。

３) 日本人チーフアドバイザーはプロジェクト実施上の技術的、管理的な問題について

学科長に対し必要な提言ないし助言を行う。

４) 日本人専門家はプロジェクトの実行に対し技術的ガイダンスおよびアドバイスを行

うこととする。

３－３　相手国実施機関３－３　相手国実施機関３－３　相手国実施機関３－３　相手国実施機関３－３　相手国実施機関

　教育省カイロ大学医学部看護学科（ＨＩＮ)

　（The High Institute of Nursing, Cairo University）



－13－

第４章　プロジェクトの実績第４章　プロジェクトの実績第４章　プロジェクトの実績第４章　プロジェクトの実績第４章　プロジェクトの実績

４－１　プロジェクトの投入実績４－１　プロジェクトの投入実績４－１　プロジェクトの投入実績４－１　プロジェクトの投入実績４－１　プロジェクトの投入実績

表４－１　専門家投入実績
（1994年４月１日～1999年３月31日）

（派遣された長期専門家は７名）

分　　　　野

チーフアドバイザー（１)、業務調整員（１）

図書分野（１）

図書分野（１）

チーフアドバイザー（１)、業務調整員（１)、看護分野（１）

年度

1994

1995

1996

1997

1998

人数

 新規

　２

　１

　１

　３

　０

継続

０

２

０

１

４

（派遣された短期専門家は33名）

分　　　　野

看護分野（７)、図書分野（２）

看護分野（６)、図書分野（２)、施設整備（１)、情報処理（１）

看護分野（８）

看護分野（２)、図書分野（１)、視聴覚分野（１）

看護分野（２）

年度

1994

1995

1996

1997

1998

人数

９

10

８

４

２



－
14
－

1994 1995 1996 1997 1998

4/23←立山恭子・・・・・・・・・・・・→10/22　　　　　　　　　　　　　　　4/10←立山恭子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・→4/9

１　　　　（チーフアドバイザー）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（チーフアドバイザー）

4/23←近藤　厚・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・→7/22
２　　　　（業務調整）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　8/27←白井克典・・・・・・・・・・・・・・・→4/9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（業務調整）

　　　　　　　　　　　　　　9/27←齋藤温子・・・・→9/26

３ 　　　　　　　　　　　　　　　　　（図書館運営）　10/14←山本敏子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・→12/13
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図書館運営）

４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4/10←長堀智香子・・・・・・・→4/9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（臨床看護）

５

２名 １名 １名 ３名 ０名

（合計７名）

表４－２　年度別長期専門家（カッコ内は専門分野）派遣リスト



－
15
－

1998

近藤潤子
（母性看護学）

村上睦子
（看護教育学）

２名

（合計33名）

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

1994

尾崎恵子
（図書館管理）

神戸恵子
（図書館管理）

近藤潤子
（看護教育）

若山登美子
（成人看護）

佐々木純子
（小児看護）

近藤潤子
（母性看護）

深沢華子
（公衆衛生看護）

石塚百合子
（小児看護）

横手芳江
（成人看護）

９名

1995

行武哲郎
（施設設備管理）

齋藤温子
（図書館運営）

大柳俊夫
（情報管理）

中山純一
（図書館運営）

仲里幸子
（チーフアドバイザー・

地域看護）

近藤潤子
（母性看護）

佐藤登美
（成人看護）

白井佐江子
（臨床看護）

高橋みどり
（臨床看護）

羽山由美子
（精神科看護）

10名

1996

立山恭子
（看護教育）

千葉かをる
（母性看護・臨床看護）

松谷涼子
（母性看護・臨床看護）

近藤潤子
（看護教育）

照井洋子
（看護管理）

小関三千代
（地域看護）

八代紀子
（地域看護）

羽山由美子
（精神科看護）

８名

1997

高田貴美子
（臨床看護）

中島久美子
（臨床看護）

福間正浩
（視聴覚教育）

大前好子
（図書館運営）

４名

表４－３　年度別短期専門家（カッコ内は専門分野）派遣リスト
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　研修科目および年度研修実績は以下のとおりである。

表４－４　日本（カウンターパート）研修実績表

研修科目 1994 1995 1996 1997 1998 合計

看護教育 ２ ２ ４
（１名は準高級）

図書館管理 １ １

看護管理学（救急） １ １ ２

地域看護学 １ １ ２

基礎看護学 １ １

内科外科看護学 １ １ ２

小児看護学 １ １ ２

母性看護学 １ １ ２

精神看護学 １ １

合計 ３ ４ ４ ３ ３ 17

表４－５　日本（集団）研修実績表

研修科目 1994 1995 1996 1997 1998 合計

視聴覚教材制作 １ １

公衆衛生 １ １ ２

コンピューターインストラクター １ １

近代農村医療変革 １ １

臨床看護 １ １

合計 ２ ３ ０ ０ １ ６
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表４－６　研修参加者名簿

氏名

DR. EMAN MOTAFA MOURAD

DR. AISHA AWAD EL SAYED

DR. YASMIN AHAMED EL FOULY

DR. ZEINAB ABDEL HALEEN

DR. HEDEYA ABDEL AZIZ

DR. SUZAN ATTLA ABEDEL SAYED

MS. HELALIA SHALABY MOHAMED

DR. SANEYA MOHAMED RIZK EL
BANNA

DR. AMAL FAKHR Y GARAS

DR. EGLAL AHMED ABDEL WAHAB

DR. LABIBA ABDEL KADER MOHAMED

DR. SOHEIR ALY ABDER BADREEL
DIN

DR. SAMIRA IBRAHLM MOSTAFA EL
SHARKWY

DR. BASSMAT OMAR AHMED OMER

DR. EFFAT MOHAMED ABD EL HADY
EL KARMALAWY

MS. ABEER SAAD ZAGHLOUL MOHAMED
ASWI

DR. MOHGA A. EL. AZIZ

DR. MAGDA A. EL MOLLA

MRS. HALA A. EL MONEN

MS. NEHAD HELMY MOHAMED

MS. SOHEIR A. RABOUR

MS. NADIA BASYORI

MS. HANAN EL KAFAFY HASSAN

職位

教授・学科長

教授・副学
科長

講師

助手

講師

教授

インストラ
クター

助教授

助教授

講師

講師

講師

教授・副学
科長

助教授

講師

インストラ
クター

助教授

講師

インストラ
クター

助手

インストラ
クター

インストラ
クター

アシスタントレ
クチュアラー

生年月日

1938年１月14日

1948年５月24日

1954年５月17日

1960年10月24日

1948年４月９日

1947年５月11日

不明

1949年12月10日

1950年４月１日

1951年３月４日

1959年５月10日

1946年３月９日

1947年11月14日

1951年12月24日

1956年２月15日

1967年８月１日

1956年８月１日

1954年５月19日

1969年２月９日

1969年10月11日

1968年３月17日

1968年３月17日

不明

分類

C/P

C/P

C/P

集団

集団

集団

集団

集団

C/P

C/P

C/P

C/P

C/P

C/P

C/P

C/P

C/P

C/P

C/P

C/P

C/P

C/P

集団

分野（コース名）

看護学

看護学

図書館運営

ビデオ製作

公衆衛生教育

農村近代化過程の健康障
害対策セミナー

情報処理要員養成（PC専
任インストラクター）

公衆衛生教育

成人看護

看護管理

基礎看護

地域看護

看護教育・研究

看護教育・研究

公衆衛生看護

母性看護

内科外科看護

看護管理

小児看護

精神看護

小児看護

母性看護

臨床看護

研修終了

1994年11月19日

1994年11月19日

1995年１月28日

1994年12月22日

1995年１月29日

1995年12月４日

1996年３月22日

1996年１月28日

1995年８月23日

1995年11月１日

1996年３月６日

1996年３月６日

1996年７月21日

1996年７月21日

1996年９月14日

1996年９月14日

1997年８月15日

1997年８月15日

1997年９月28日

1998年９月24日

1998年10月13日

1998年10月13日

1999年１月25日

研修開始

1994年10月23日

1994年10月23日

1994年10月27日

1994年８月25日

1995年１月10日

1995年10月２日

1995年10月５日

1996年１月９日

1995年７月４日

1995年７月４日

1995年７月４日

1995年７月４日

1996年６月３日

1996年６月３日

1996年６月３日

1996年６月３日

1997年７月９日

1997年７月９日

1997年７月９日

1998年８月24日

1998年８月24日

1998年８月24日

1998年７月23日

年度

94

95

96

97

98

(注）C/P：カウンターパート
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表４－７　各年度供与機材リスト

（供与機材費：５年間で１億3000万円）

年度

1994
（平成６年）

1995
（平成７年）

1996
（平成８年）

1997
（平成９年）

1998
（平成10年）

L.E.

USドル

円

L.E.

USドル

円

L.E.

USドル

円

L.E.

USドル

円

L.E.

USドル

円

実績

465,200.35

77,832.00

0.00

433,500.00

58,500.00

9,138,042

136,110.00

21,670.00

18,178,480

457,774.00

0.00

991,536

289,092.00

0.00

8,623,133

内　　　　容

大型バス（２台)、ジープ（１台)、看護書籍（168冊）

コンピューター＋プリンター（７台)、コピー機（３台)

ジープ（１台)、コピー機（１台)、オートクレーブ（２

台)、スライドプロジェクター（７台)、看護機材

〔Exam. Table(1), Suction Machine(5), Auto

Spygmonometer(70), Aneroid Spyg.(70), Stethoscope

(70), Weight-scale(10)〕

OHP（７台)、TV/VTR（14台)、ダイレクトプロジェクター

(２台）

看護機材〔Infant warmer(3), Blood prssure(2), Fe-

tal actocardiograph(1), Suction pump(4), Infution pump

(2), Syringe pump(1), Model dall(24), Simulator(7)〕

コンピューター（10台)、プリンター（６台）

ビデオプロジェクター（１台）

看護書籍（458冊)、顕微鏡（５台)、カメラ（10台)、看

護教材〔Nursing bed(2), Air mat(2), Childbirth phan-

tom(2), Breast mode(l5), Breast cancer palpation

(5), Baby simulator(5), Body simulator(5), Weight

scale(3), Haemoglobin Meter(5), Fetal doppler(3),

Reproductive health education(5)〕

看護書籍（1894冊)、印刷機（４台）

乳児用体重計（200個）

看護書籍（1356冊）

保健婦鞄キット（200個）

（注）L.E.：エジプト・ポンド
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表４－８　各年度携行機材リスト

（携行機材費：５年間で1576万円）

年度

1994

1995

1996

1997

1998

L.E.

USドル

円

L.E.

USドル

円

L.E.

USドル

円

L.E.

USドル

円

L.E.

USドル

円

実績

46,050.00

5,848.00

2,299,992.00

35,365.41

0.00

2,413,400.00

24,400.00

0.00

1,940,482.00

7,293.00

0.00

2,597,589.00

38,280.00

0.00

537,320

内　　　　容

携帯用マイクロフォン装置、コンピューター（１台)、

プリンター（６台）

オートクレーブ（１台）

タイプライター（１台)、コンピューター（１台)、看

護機材、看護書籍（21冊）

コンピューター（２台)、ブックエンド（1000）

ビデオカメラ（１台)、看護書籍（201冊）

煮沸機設置

書籍運搬台車（２台)、看護機材、看護書籍（144冊）

看護書籍（27冊）

看護機材、コンピューター（１台)、看護書籍（81冊）

看護教材ビデオ（29本）

看護教材、看護書籍（25冊）
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表４－９　各年度現地業務費

（現地業務費：５年間で357万6000円）

年度

1994

1995

1996

1997

1998

L.E.

L.E.

USドル

L.E.

L.E.

L.E.

L.E.

実績

177,926.80

230,494.19

11,230.00

197,885.16

150,756.00

（130,560.00）

（104,640.00）

用　　　途

プロジェクト運営に必要な経費を整理した。

教科カリキュラム見直しに関するワークショップ

(２回）を実施した。

コンピュータートレーニング（７回）を実施した。

プロジェクト運営に必要な経費を整理した。

教科カリキュラム見直しに関するワークショップ

(１回）を実施した。

看護科教員に対してワークショップ（２回）を実施

した。

トルコ国人口教育促進（Ⅱ）プロジェクト専門家１

名、カウンターパート４名が６泊７日の日程で技術

交換を目的に訪問した。

プロジェクト運営に必要な経費を整理した。

看護科教員に対してワークショップ（３回）を実施

した。

プロジェクト運営に必要な経費を整理した。

看護科教員に対してワークショップ（７回）を実施

した。

視聴覚室職員に対してワークショップを実施した。

図書館司書に対してワークショップを実施した。

プロジェクト運営に必要な経費を整理している。

看護科教員に対してワークショップ（９回）を実施

している。

看護学部学生に対して地域看護調査の手法を教え、

また障害者に関する調査を実施している。

現地業務費

一般

現地業務費

一般

現地業務費

技術交換費

一般

現地業務費

一般

現地業務費

一般

現地業務費

啓蒙普及

活動費
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４－２　プロジェクトの活動実績４－２　プロジェクトの活動実績４－２　プロジェクトの活動実績４－２　プロジェクトの活動実績４－２　プロジェクトの活動実績

　〔○囲みの項目番号は第３章３－２－(３)－４)による〕

①－１：教授計画を査定し実施結果の評価を行う。

　各教科別に実施されていたが、1997年からは年間教授計画の実施結果の評価が全

教員と学年別に選出された学生が参加し公開の場で発表と検討が行われるように

なった。

①－２：看護教育研究を行う。

　年間平均して３～４件のリサーチをカイロ大学、科学アカデミー、その他の科学

研究費を申請のうえ獲得し実施している。1998年度のそのうちの１件はＪＩＣＡの

啓蒙費を使用し地域看護実習地区の障害児の調査を実施した。

②－１：看護教員および大学院学生の看護理論、実践、教育技術に関する知識を向上させ

る。

　看護専門家の指導および日本における研修によって研修員のみならず、公式、非

公式の伝達講習によっても、他の教員に伝えられている。

②－２：学内および各専門看護研究室において、研修プログラムを定期的に企画実施する。

　年１～２回の研修会を実施した（資料５参照)。

②－３：年１～２回の看護ワークショップを実施する。

　２年目からは各教科で実施した。

③－１：教育メディア、特に教材制作について理解させ、その制作と使用方法を奨励する。

③－２：視聴覚教育の制作、活動を奨励する。

　プロジェクト１年目に精神看護の講師（Dr. Zeinab）が「ビデオ制作集団研修」

に参加し、帰国後はカイロ大学の視聴覚センターにおいて、各教科の助手を数人ず

つ訓練し、視聴覚教材制作を開始した。現在、教員は各自、授業、演習に必要な教

材を自分で作成している。また供与したビデオ教材はフルに活用している。

④－１：学校管理技術の知識、経験を日本人専門家とエジプト人カウンターパートの間で交

換する。

　この項目に関しては、国立大学の基準が日本とエジプトではかなり違うので日本

の管理方法の紹介にとどまった。

④－２：図書館管理技術を向上させる。

　長期司書専門家を３年２カ月にわたり投入し、司書の技術向上を図り、かなりの

目的達成をみた。図書管理にはラベル、糊、メンテナンステープといった細かい資

材が必要であるが十分な補充がなされていなかった。年度末に次年度使用分を申請

することなどを指導することにより、徐々に必要な事務用消耗品不足の問題が解決
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されつつある。

④－３：機材管理技術を向上させる。

　校舎、教育機材が無償供与され多数の機材があるため、定期的なイベントリーが

義務づけられ実行されている。実習室、演習室、視聴覚室、解剖模型室には実習助

手が採用され機材管理をしている。

　施設設備のメンテナンス点検は、短期専門家から指導を受けたエンジニアとテク

ニシャンが定期点検と修理を実施している。

⑤－１：実習病院の看護婦長、主任看護婦、スタッフナースとの間で協力関係を樹立する。

　各教科の実習に際し、臨床指導の教員の責任者が実習について婦長と連絡を密に

取るようになってきた。特にＩＣＵなど当学科卒業生の婦長が勤務している病棟と

教員との関係がよい。この１～２年は病棟勤務者の修士課程入学が増えており、病

棟の看護状況も一部徐々に改善されてきている。

⑤－２：実習病院の看護婦に対し、患者のケアについて指導、助言する。

　一部の教科ではオン・ザ・ジョブ・トレーニング（ＯＪＴ）とあわせ、看護婦に

対しプログラムを作成し、実習室を使い研修会を実施している。

⑤－３：実習病院で使用する実習機材を充足する。

　実習病院の機材を学生が使用することは、その数量が少ないために制限を受けて

いる。実習には学部から消耗品医療材料を持参するが、実習機材を病棟に充足する

ことは、保管責任が病棟か学部か、どちらになるかという問題が起こり、検討の余

地を残している。

　将来的には病院側に機材の補充がなされると考えられ、解決されていくであろ

う。
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第５章　プロジェクトの評価第５章　プロジェクトの評価第５章　プロジェクトの評価第５章　プロジェクトの評価第５章　プロジェクトの評価

５－１　プロジェクトの成果達成状況５－１　プロジェクトの成果達成状況５－１　プロジェクトの成果達成状況５－１　プロジェクトの成果達成状況５－１　プロジェクトの成果達成状況

５－１－１　プロジェクト成果項目(１)－評価団員：丸山知子

(１) 評価内容：プロジェクトの成果項目〔○囲みの項目番号は第３章３－２－(３)－３)に

よる〕

①　看護教育方法とカリキュラムが改善される。

②　看護教育にあたる教員が養成される。

(２) 委　　員：看護教育　丸山知子

(３) 評価方法：施設見学、インタビュー

※インタビューは1998.10.27（火）下記のとおり実施

 9:10～9:35 Dr.Magda A. Elmolla (Nursing Administration.

Lecturer)

 9:40～10:10 Dr.Eglal Ahmed Abd El Wahab (Nursing Administra-

tion. Lecturer)

10:10～10:40 Dr.Yasmin Ahamed El Fouly (Library. Lecturer)

10:40～11:00 Dr.Soheir Aly Abder Badre El Din (Community Nurs-

ing. Lecturer)

(４) 成　　果：①　教育方法に関しては、ＯＨＰやコンピューターおよび各領域に対する

供与機材を活用し教材作成を行っている。学部学生や大学院学生も積極

的に機材などを活用し、実習のためのパンフレットを作成したり、学習

効果を高めている。

　カリキュラムの改正に向けてワークショップを実施、新カリキュラム

を作成しているが、現段階では学科組織との関連でまだ実施に至ってい

ない。

　しかし、内容の部分改正などは日本のカリキュラムを参考にしなが

ら、各領域で工夫している。

（合同評価報告書、ｐ.47）
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②　看護教員の状況では、教授、助教授、講師らの人数の変動はなく、安定し

た状態にある。教員の質を維持するために、積極的に各領域での研修会、お

よび年に１、２回のワークショップを実施し、その結果各教員の反応は大変

役立っていると評価している。

 　しかし、今後助手や実習インストラクターレベルの教員についての研修

機会がいっそう必要であると考える（合同評価報告書)。

　以上より、看護教育カリキュラムや教育方法については、大変積極的に検討や研修を

行っており、供与機材や研修成果が十分に生かされていると考える。

　教員の養成に関しては、博士課程進学希望者も多く、将来的には問題ないと考える。

また、理論と実践の接点については、上記に示したように、助手やインストラクターの

若い教員にもっと研修機会を与え、臨床と教育の一貫性を理解する必要があると考える。
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５－１－２　プロジェクト成果項目(２)－評価団員：根間敦子

　〔○囲みの項目番号は、第３章３－２－(３)による〕

(１) プロジェクト成果項目

③　教育およびトレーニングに活用される教育用メディアが強化される。

④　看護学部運営が強化される。

(２) プロジェクト活動

⑤－３　図書を充実させる。

⑥－２　図書館管理技術を習得させる。

＊カイロ大学看護学部からの希望内容

　・図書の充実

　・業務の合理化

　・奉仕内容の充実

＊図書館管理運営にかかる技術協力の具体的指導内容

　・図書管内整備

　・図書等整理業務、奉仕業務の基礎的技術

　・図書館活動の策定

　・図書館の専門職意識の向上
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１　管理運営組織

(１) 図書委員会

　図書館長（修士・博士課程学科長代理)、図書委員（内科外科基礎看護学科・母子看護

学科・小児看護学科・公衆衛生看護学科・精神看護学科・看護管理学科から各１名)、主

任司書、ＪＩＣＡ長期専門家の計９名で構成される。

　毎月１回（第１火曜日）委員会が開催され、図書館運営全般に関する討議が行われて

いる。

(２) 図書館職員

　　　①　構成

　主任司書１名、司書６名（98年10月現在２名長期休暇中)、セクレタリー１名：計８

名（２交替制勤務）

＊他に、図書館利用者が依頼したコピーを専門にとる職員（大学のセクレタリー）１名

　　　②　業務

　1994年４月当初は司書９名２交替制で図書館業務を行っており、係体制はなかった。

専門家指導により業務組織化と責任体制が図られ作業の流れが順調になってきている。

主任司書：図書館管理

司書 (１)：貸出管理

(２)：学位論文管理（収集・登録・目録作成)、図書目録作成

(３)：雑誌管理

(４)：貸出管理

(５)：（３カ月休暇中）

(６)：（１年休暇中）

セクレタリー：目録カードタイピング

・主任司書以下全員で、毎朝各自の担当書架の整理と配架を行う。

・カウンターでの貸出業務は交替で全員が行う。利用者の多い時間帯を考慮して、業

務シフトを変更中。
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③　会議

・ＨＩＮ図書館内でのミーティング：毎月１回（最終木曜日）に１時間～１時間30分

ほど。

専門家指導により図書館員会議を定例化し、利用者の要望の検討、館員の意見の調

整などを行っている。

・副学長とカイロ大学全図書館の館長・図書館業務責任者によるミーティングが３カ

月～６カ月ごとに参加者約20～30名で行われている。

④　出張・研修

・短期専門家派遣時に図書館セミナーを開催し、専門意識の向上を促した。

・アメリカンセンター図書館・British Council図書館・カイロ大学医学部図書館な

どの見学を実施し、閲覧カードの作成や図書貸出方法について見直しを行った。

・カイロ大学中央図書館での図書館業務やコンピューターに関する研修に参加してい

る。
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２　施設・設備

(１) スペース・配置図

　総面積：512㎡

　配置図（図４－１）

(２) 閲覧席

　96席：６人掛けテーブル16台、個人机なし。

　利用者の多い時間帯には席数が足りなくなる様子で、調査時（午後３時ごろ）にも１

脚の椅子に２名で腰掛けているなどの状況がみられた。

(３) 書架

　すべての開架書架。まだ余裕があるが、将来蔵書が増えた場合は天井の高さを利用し

て中２階の書庫を設置することも考えられる。

(４) 事務室

　事務室とする予定で仕切られた４ ㎡のスペースは現在コピー室となっている。カウン

ターの内側が事務室ということになるが、非常に窮屈そうで作業を能率的に行える状況

とはいえない。整理中の資料の一時保管場所、図書台帳・委員会議事録・図書館活動の

ための参考資料などを機能的に整理・保管するスペースや家具も必要である。

(５) 機器・家具等

・コピー機（２台）：１台は職員用、１台は利用者用（コピー作業は担当職員が行う）

・パソコン（２台）

・英文タイプライター（１台）

・ブックトラック（11台）

・電気ドリル（目録カードの穴あけに使用）（１台）

・ラミネート器具（１台）

・目録カードボックス

現在の所蔵冊数では容量には相当の余裕がある。ボックスと目録用既製カードのサイ

ズが合わなかったため、カードの端を切って収納している。

・1995年６月の報告書によればスタンドアロン型ＣＤ－ＲＯＭの設置が考慮されるべ

きとあるが、実現されていない。
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・現在ファックスはないが、図書館間相互協力による迅速なサービスや情報収集のた

めには導入を検討していく必要がある。

・床に毛足の長い絨毯が敷き詰めてあるためブックトラックの車輪がなかなか動かず、

苦労している模様。

・書架見出し・図書分類表・資料配置図・館内見取図などのサイン配置が専門家によっ

て提案され、現在作成中である。
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３　資料の整備

(１) 図書（英語図書のみ。アラビア語の図書も100冊程度所蔵しているが統計外）

①　所蔵冊数

1994年６月 1995年11月 1996年８月 1997年５月 1997年11月 1998年10月

7,000 7,000 7,707 9,000 9,294 14,000

②　基本図書の整備状況

＊必要冊数：1997年４月15日にＨＩＮ側から出された寄贈要請書より

　ＪＩＣＡより看護学図書が5000冊寄贈され、ＪＩＣＡ機材供与費で購入されたもの

を加えると相当数（１万2000冊以上）を誇っているが、当初目的の１万5000冊には達

しておらず、引き続き書籍・ビデオ教材の購入を必要としている。

　短期間に大量の図書を受け入れているにもかかわらず、図書の納品から配架までを

約７日～10日で行っており、スタッフの大変な努力が感じられる。

所蔵冊数

1997年５月

7,380

1,620

9,000

分野

基礎看護
内科外科看護
産科看護
小児看護
看護管理
精神看護
公衆衛生看護

一般
教育
研究

計

必要冊数

1,400
2,050
1,400
1,400
1,400
1,400
1,400

1,410
620
209

15,000

1997年４月

750
1,150
500
450
580
430
500

710
420
0

8,301

1998年10月

12,380

1,620

14,000

'98/10

2,800
1,840
2,900
6,460

14,000

図書出版年代別所蔵冊数

図書出版年代

1960年代
1970年代
1980年代
1990年代

計

'97/5

2,800
1,840
2,900
1,460

9,000
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③　資料の選定・受入れ

　今回のプロジェクトにおける寄贈図書は、専門家斎藤氏が携行した「B O O K S  I N

PRINT」CO-ROMの看護学部門から選定した。カイロ大学予算分では、ブックフェアなど

で現物を見て購入している。カイロ市内の書店から看護学専門書の情報を得ることは難

しく、なかなか選書や購入の手段が見つからないようである。

④　登録

　登録番号・登録日・著者名・書名・発行所名・刊行年・形態などの図書台帳への記入

が専門家の指導によって確実に行われるようになった。

　登録作業は担当者を決めず全員の協力という形をとっている。

⑤　分類

　登録を行った者が分類も行うことになっている。

　分類表は、米国National League for Nursing 「The Bellevue Classification

System for Nursing School Libraries」を使用。1965年出版の分類表で、これをそ

のまま使用していくとすると、看護や医学の分野では変化に追い付かず分類に困ること

も少なくない。定期的に改訂が行われるような分類を採用して変更するか、または現行

のものを独自展開していくか、はっきりした方針を早めに検討しておいたほうがよい。

⑥　目録

　旧図書館で使用していた目録カードを移転時に紛失。新図書館移転後、新規受入分と

あわせ全所蔵図書について書名・著者名・件名の３種類の目録カードを作成した。カー

ドの適正な排列についても指導が行われ、ほとんど問題なく整理ができている。カード

ボックスと市販のカードのサイズが合わずカードのサイドを切って収納しているため、

閲覧の際、スムーズに動かないことがあるのが残念である。

⑦　装備

　図書ラベルは、白色（貸出可図書用）と緑色（貸出不可図書用）の紙を鋏で切って作

成し、請求記号を手書きしている。ラベルの色によって貸出ができるかどうか誰にでも

ひと目で識別できる。しかしながらラベルの記号の書き方や図書への貼付の仕方は丁寧

ではなく、請求記号をたどって図書を探すのは楽ではなさそうであった。少しの工夫で

見やすくなり、書架整理も効率的に行えると思われたが、ＨＩＮ図書館では不便はない

とのことである。
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　1994年の協力開始当時は、古い資料が大量に劣化したままになっていたが、専門家の

技術移転により、自館において簡易な修理が行えるようになった。また製本業者への依

託についての指導もされた。

⑧　配架

　専門家の指導で書架ごとに担当者を決め、毎朝書架整理を行っている。しかし利用率

が大変に高いため書架は非常に乱れている。

(２) 雑誌

①　所蔵タイトル

　1994年プロジェクト活動開始時より19種類。1998年10月現在変化なし。

所蔵雑誌（すべて看護分野）

１．American Journal of Nursing

２．American Journal of Public Health

３．AORN Journal

４．Canada's Mental Health

５．Canadian Nurse/L'Infirmière Canadienne

６．Intensive Care Medicine

７．International Journal of Nursing Studies

８．Journal of Advanced Nursing

９．Journal of Continuing Education in Nursing

10．Journal of Nursing Administration

11．Journal of Psychosocial Nursing and Mental Health

12．Maternal and Child Health; The Journal of Family Medicine

13．Midwifery

14．Nursing Clinics of North America

15．Nursing Outlook

16．Nursing Research

17．Nursing Times/Nursing Millor

18．Promotion and Education

19．Psychiatric Services（formerly : Hospital and Community Psychiatry）
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②　受入

　受入雑誌の種類については、委員会からも臨床の雑誌を増やしたいとの要望が出てい

るが、現在の受入事情からみて簡単にできることではなさそうである。

　カイロ大学図書館全体の予算で一括購入し、ＨＩＮ図書館へ寄贈という形式で受け入

れているため、雑誌が発行された順に１号ずつ届くことはほとんどない。たとえば１～

６月号をカイロ大学がまとめて発注・購入しＨＩＮ図書館側がそれを受け取りにいく。

　プロジェクトでは継続性のある雑誌の購入にタッチすることはできないが、ＨＩＮ図

書館独自の雑誌入手方法を考慮することが望ましい。

③　装備

　製本状況：1985～1996年分製本済み（製本業者に依託）

④　配架

　ひとつのテーブルを囲むように雑誌架が配されて雑誌閲覧コーナーとなっており、使

いやすい。

　受入タイトルが少ないため雑誌架は非常に余裕がある。製本済みバックナンバーの書

架の乱れから、利用の多さが察せられた。

(３) その他

・学位論文：修士論文125、博士論文75（現在目録作成中）

　散逸していたものを収集し、専門家によって目録作成の指導がされた。大学におい

ては大変貴重な資料である学位論文の収集・整理ができ、非常に意義のある技術協

力と評価できる。

・ＷＨＯ刊行物：以前は受け入れていたが、会費支払いが不可能で受入中止となった。

ただし、ＷＨＯ図書館がアレキサンドリアにあるので、いずれはインターネット上

での閲覧や文献複写が可能になると見込んでいる。
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４　利用者サービス

(１) 開館時間（原則として）

土曜日～水曜日 9：00～17：00

木曜日 9：00～14：00

金曜日 休館

ラマダン期間中 9：00～12：00

夏期・冬期休暇中 9：00～14：00（蔵書点検期間中は休館）

(２) 開館日数・利用者数（閲覧利用者記帳簿による。図書返却のための入館者は統計外）

1995－1996年度

　　開館日数　　：統計なし

　　年間利用者数：学生約4000名、教員約2800名

1996－1997年度

９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 計

開館日数 25 20 25 20 15 10 ０ ０ 115

利用者数 72 445 1744 1039 735 28 ＊６ ０ 4069

１日平均 ３ 22 70 52 49 ３ ０ ０ 年平均35

＊特別に許可を得て入館したものと思われるが、その月の閉館日数が０のため１日平均入館者数も０とした。

1997－1998年度

９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 計

開館日数 10 25 25 25 20 20 25 20 15 10 0 0 195

利用者数 701 1483 985 1485 310 1247 2768 1519 1118 85 0 0 11701

１日平均 70 59 39 59 16 62 111 76 75 9 0 0 年平均60

＊年間利用者のうちＨＩＮ学生5500名・教員3500名との統計があるので学外利用者は2701名となる。

1998－1999年度

　　９月：閉館日数10日・利用者数742名・１日平均利用者数74名

　　10月：　　　　　　　　　　　　　　 １日平均利用者数（推定）150～200名
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　図書館員へのインタビューによれば、ＨＩＮ図書館は現在カイロ大学で最も利用されて

いる図書館である。特に最近の１日平均利用者の急増ぶりは著しい。学生（在籍者）数の

増加もあるが資料の充実や管理面の改善によって利用が促進されたものと考えられる。学

外利用者の多さがこれを示しているといえるのではないか。

(３) 貸出

①　貸出規定

　辞書・参考図書・雑誌・学位論文・貴重書・地図・年鑑などの指定図書を除いて、同

一の図書が２冊以上ある場合のみ（１冊は館内閲覧専用として常時図書館内に保管し）

複本の貸出を認めている。紛失の際の弁償については大変細かく規定されている。

　学部学生は１人１冊まで、大学院生２冊まで、教員３冊まで、２日間貸出可能。利用

者は、貸出を希望する図書のタイトル・学籍番号・氏名などを申込券に記入してカウン

ターに提出し、図書館で半券を保管するという形式で貸出を行っている。照合などに時

間がかかるのか、混む時間帯にはカウンターに20人ほどの行列ができていた。カウン

ター業務シフトの変更は計画されているが、貸出・返却方法にも改善の余地があるよう

に思われた。

②　１日平均貸出冊数

　1997年５月　30～40冊

　1998年10月　50～70冊

③　利用者別貸出状況

　1995－96年度　　学生3900冊　　教員2000冊

　1997－98年度　　学生4500冊　　教員3000冊

　１・２年生は看護学、３年生は小児医学・産科学、４年生は社会学・衛生学・内科学

の利用が多い。

(４) 参考業務

　現状ではタイトルや主題から図書の所在を質問される程度で、文献入手の相談などは

ない。

　ただし、専門家指導によりレファレンスサービスに対する意識が高まっている。イン

タビューでも、以前よりも少ない職員数で新図書館整備やさまざまな改革を行わなけれ
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ばならないために利用者への応対に時間がとれないとの説明があり、問題意識を持って

いる様子がうかがえた。

(５) 複写利用状況

　統計はないが、かなりの利用がある。大学のセクレタリーがコピー業務を代行。１枚

につき10ピアストルの複写料を徴収している。これは市内のコピー店（４ピアストル程

度）に比べて相当高いので貸出可能な資料については館外でコピーされることが多い。

(６) 利用案内

　Dr.ヤスミンにより作成された、アラビア語の写真入り利用案内がある。

(７) 新着雑誌コンテンツサービス

　専門家の指導により、新着雑誌の目次を受入の都度コピーして雑誌別にクリアファイ

ルに入れ、閲覧に供するようになった。利用者にも評判がよく、頻繁に利用されている

とのことである。

(８) 図書館間相互利用

　カイロ大学の指導教員らからＨＩＮ図書館に看護学図書が大量に受入されたとの情報

を得て、研究者・教員・助手・他大学の４年生などが、遠方からも利用にやってくるよ

うになった。

　ＨＩＮ図書館をエジプト内で最も看護学資料の充実した図書館として広く役立てても

らう一方、学内の利用者のために自館に不足している資料をどのように入手し提供して

いくか研究する必要がある。

　他館との協力で文献複写の取り寄せや現物貸借のサービスが活発に行われれば、エジ

プトの看護学研究に大きく貢献できる。他館の図書館員との交流・情報交換を積極的に

行い、早急にシステムを整えることが望まれる。
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５－１－３プロジェクト成果項目（３)－評価団員：照井洋子

〔項目番号は第３章３－２－（３）による〕

＜プロジェクト成果項目 ⑤＞

　看護実習施設の指導者看護婦の技術能力が向上する

⑤－１　実習病院の看護婦長、主任看護婦、スタッフナースとの間で協力関係を樹立させる

ことについて

・札幌医大病院における看護部の組織、婦長・副婦長・チームリーダーの役割や臨床

実習指導者の役割などについては、日本に研修にきた教員はオリエンテーションと

実際の役割分担の実践を見、効率的・組織的に運営されていると評価をしている。

・実際に「看護管理学」を担当している教員は、帰国後、インターンに対する指導マ

ニュアルを英語とアラビア語の両方で書いた冊子を作り、学生と臨床で使えるよう

にし活用していた。

　今まではオリエンテーションなど、口頭でしており十分理解されないことが、資料

としてあることで、いつでも繰り返し見ることができ、有効に活用されている。

・看護課程についても、看護計画の用紙を札幌医大のフォーマットを利用して、記録

の記載例が書いてあり、誰でも応用できるようになっていた。

・それぞれの役割と責任なども記載されており、共通理解の必要性を理解されていた

ように思う。

・よい実習をするには、臨床との協力関係が必要であり、教員が積極的に看護婦長と

の話し合いの機会を持つようにしているとしているいうことであり、こうした話し

合いをすることが臨床の看護の向上につながっていくこと期待している。

・カイロ大学病院では、主任看護婦制度は取られておらず、看護婦長も物品管理に主

眼が置かれ、臨床看護の質の向上に対する意識改革はこれからで、今まで以上に大

学の教員による指導・リーダーシップが期待されるところである。

・臨床指導者に対する考えも、大学も出ていない臨床の看護婦にはできないといって

いたのが、最近は臨床の看護婦を育てていきたいと変化してきている。

・卒後教育に対する計画も、年間計画などは立っておらず、その都度という状況で、

札幌医大での教育委員による年間の教育研修計画や卒後６年目までの達成目標など

を、これから参考にしていきたいと、卒後教育の重要性を語っており、長い目で人

を育てる重要性を理解された。

・婦長たちによる委員会活動会にも注目され、特に教育委員会や感染防止委員会・記

録手順委員会など参考にしていきたいといっている。

・看護の質の向上のためには、実際に看護管理をされている看護婦長の看護に対する
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理念や方針が重要であり、この人たちの研修がこれからより重要と思われる。

・看護における情報システムについても、具体的にどう活用されているか、学んで

いっている。

・インターンによるヘッドナースは同レベルであり、病棟運営は秩序が保たれていな

いように感じた。また声かけをしながら処置や看護をしている姿はあまり見かけな

かったが、看護婦として相手を尊重したかかわりを大事にしたい。

⑤－２　実習病院の看護婦に対し、看護ケアについて指導・助言するということについて

・短期専門家として派遣された看護婦は、それぞれの分野で日常生活のケアや人工呼

吸器装着患者の看護や頭部外傷患者の看護などを、インターンの学生に実際に指導

する機会はあったが、看護婦に対してあまりそういう機会はなかった。それは言葉

が英語ではないということで積極的でなかったようだ。

・医療機材がないからといって、酸素も5000リットルのボンベから直接引いていたこ

とも、どうあるのが望ましいかを話したら、学生は飲料水のプラスチックボトルの

口に穴をあけ、点滴チューブを２本通して活用するなど、今までは物がないで済ま

せていたことが、必要性が理解できると応用していくことができるようになった。

・外傷の患者が血液で手や足が汚れていてもあまり関心ないようであるが、ハエがと

まるなど不潔なので清拭の必要性を指導しても、あまり清潔に対する関心は薄いよ

うであるが、生活文化の違いもあり難しい点でもある。

・特に救急の外傷患者は、家族にとっても突然のことであり、不安でいろいろ質問し

てくることに対して、インターンはひと言言葉を交わすだけで、納得できるように

かかわるのではなく、｢ハラース」とまだ不安な表情がみえるのに話しを切ってし

まう場面がみられ、家族の表情は不安気であり、心のケアをしているようにはみえ

なかった。家族に対する配慮も看護婦の役割であり、個々の看護婦が責任を自覚す

る必要性を感じる。

・清潔に対して年々年よくなっているように感じるが、医療現場で働く者として手洗

いの励行をはじめとして、一連の行為のなかでも一部は清潔にし、一部はそのまま

というように、一貫した清潔に対する教育はまだ不十分のようである。たとえば消

毒された器具を素手でつかむなどの場面がみられた。

⑤－３　実習病院で使用する実習機材を充足することについて

・カイロ大学病院では、衛生材料はじめとする機材が不足しており、本来であれば臨

床で使っているものを、学生も使うのが望ましいが、病院には不足しているため、
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実習のために学校からワゴンに乗せて外の道路を通って、毎日必要物品を持って

いっている状況である。

・血圧計や聴診器、モーニングケアに必要なベースンやガーグルベースなど日本から

提供したものが、演習はもちろん病院にも持参し有効に活用されていた。

・ビデオテープなども看護の指導に必要なものを作成して活用している。

　｢小児の人工呼吸器装着患児の看護」｢頭部外傷患者の看護」を作成し、看護技術の

コツなどを紹介している。そのなかには、患者に負担をかけないようなサクション

技術なども盛り込まれている。

・看護実習室には医療機器や看護モデルが揃っているが、臨床現場にはないものが多

く、あっても活用されず「なくても困らない」という状況で、その必要性を十分理

解されていない様子もある。

＜まとめ＞

　1993年から５回にわたり、プロジェクト委員として参加したが、最初に比べ教員の意識は

確実に変化してきている。

　看護に対する心構えが変わったように思う。

　研修員が勉強になるかならないかは、個人の学ぶ姿勢にかかっており、前向きに研修され

た人は、多くの気づきをされており、これでいいと思っている人は、こちらが意図的にかか

わっても関心を示さないなど、指導の難しさもあった。

　特に言葉の障害が共通理解できないことでもあったと思われる。また国民性・文化の違い

などもあるが、看護の理念は世界共通であり、共通理解していきたいことである。

　研修員自身は、臓器移植などの高度医療に対する関心が強かったり、ＭＥ機器やその操作

などハード面への興味が強く、私たちが大切に考えている、患者に直接かかわる看護ケア実

践へのニーズは低かった。

　そんななかで看護のあるべき姿を理解し、行動化されるまでには、これから彼女たち自身

で、自国の看護をどうしていくか真剣に取り組むことであり、その考える基礎に日本の看護

が生かされれば何よりである。

　教育現場と臨床施設の現状は懸け離れており、患者のとまどった表情や不安な表情が印象

的であり、よい看護学生を育てるには、臨床の場面で、診療の介助だけでなく、もっと看護

婦が直接患者に話しかけたり、手をとって介助する場面が必要である。

　研修員は自国では大学教育を受けたエリートではあるが、臨床経験がまったくなくて教育

にかかわっているので、今回の研修を通し認識を新たにし、臨床看護の改革につながること

を期待している。
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　看護は実践してみせることが大事であり、できないことだけを指摘やチェックをするので

はなく、よい面や頑張っているところを認めながら育てることの重要性も理解してほしいこ

とである。

　ワークショップなどでも、日常生活の援助の大事さや看護管理のありかた、看護組織につ

いて、母子看護でも清潔観念の不足や母子看護における心理面のケアなど、細やかな部分を

伝えたいと思うが、学問的知識重視のエジプトでは、他国の看護を理解し実践に移すかは、

個々人が真剣に自国の看護をどうしたいか、考えていかなければ何ごとも生かされない結果

になる。

５－２　プロジェクト運営管理の適正度５－２　プロジェクト運営管理の適正度５－２　プロジェクト運営管理の適正度５－２　プロジェクト運営管理の適正度５－２　プロジェクト運営管理の適正度

　カイロ大学は23の学部と３つのHigh Instituteから構成されており、看護学科（ＨＩＮ）は

その３つのうちのひとつである。

　ＨＩＮが学部としての位置づけにないことから、プロジェクト開始当初より予算面を中心にプ

ロジェクト活動を阻害する要因となることが危惧されてきたのも事実である。

　確かにさらなる権限強化を図るうえで、High Instituteから学部への昇格されることは望ま

しいことであり、そのための申請手続きもとられてきたが、大統領署名直前になって政府内の組

織改編の影響もあり保留状態となっている。

　しかしながら、ＨＩＮは現カイロ大学総長が無償資金協力による新校舎建設当時担当副総長で

もあったこともあり、大学本部からも強力な支援体制がとられている。

　カイロ大学教授会にも学科長、副学科長が出席しており、教科教育内容の決定においても一定

の権限を与えられている。

　また、予算要求も直接カイロ大学本部事務局に対して行っており、医学部を介する必要はな

い。

　ＨＩＮは日本語では便宜上看護学科と訳される（前述のように、少なくとも看護学部ではな

い）が、実際には一学部の附属学科ではなく大学本部に直結し、ある程度自治権限を有した機関

との見方ができる。

　ＨＩＮ内においても日常業務上これまで学部昇格の遅滞がプロジェクト活動上の障害となった

という認識はされていない。

　これは運営上の人員確保や財務体制の両面で明らかである。

(１) 人員確保状況

　看護学科は教員在籍133名、内現任数103名、事務職員91名の人員で構成されている

(1995年当時の組織図は資料６のとおり)。
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　これまでプロジェクトにかかわってきたカウンターパートは、日本で研修を受けた者

を含めほとんど本学科の教職を離れていない。

　ちなみにカウンターパート研修参加者17名中ＨＩＮを離れているのは国外出向者１名

のみであり、また集団／特設研修参加者５名全員がＨＩＮ勤務中と、カウンターパート

の定着率は非常に高い。

　これはカイロ大学看護学科における教員の給与レベルが一般的に高水準にあること、

また社会的地位も内外から高く評価されていることが要因となっている。

　ＪＩＣＡがエジプト保健省の協力のもとで実施している看護教育の第三国研修におい

ても、カイロ大学看護学科の教員が多数講師を務めているのをはじめとして、エジプト

で実施される各種保健医療教育の分野において重要な役割を担っているといえる。

　こうした状況のもと、本プロジェクトの活動においてエジプト側の人員確保の面では

特に障害はなかった。

(２) 財務体制

　エジプトにおいては、プロジェクトの開始前より国民の健康増進、疫病の治療、予防

に従事する看護職務者増員計画が実行に移されてきたが、これとともに看護教育におけ

る教員の養成の必要性が高まり、また国家としても保健医療政策を重要視してきた。

　以上のような背景もあり、カイロ大学内においても前述したように看護学科の財政調

達能力は概して優れており、ＨＩＮ全体の予算も新校舎完成後は従来の3.5倍に増強さ

れ、人件費、施設／機器の維持管理費に関しては支障なくまかなわれている。

５－３　自立発展の見通しと今後の対応５－３　自立発展の見通しと今後の対応５－３　自立発展の見通しと今後の対応５－３　自立発展の見通しと今後の対応５－３　自立発展の見通しと今後の対応

　本件プロジェクトの実施機関であるカイロ大学看護学科の自立発展性は、技術的な蓄積はその

スタッフの充実によりある程度確保されているといえる。

　もちろん、エジプト側は本件プロジェクト協力期間内で達成し得ない点として以下の項目をあ

げており、技術、あるいは予算上の制約により今後も何らかの形で日本側の支援が得られること

を期待している。

(１) 看護実習施設の指導者看護婦の技術能力向上は、救急医療、ＩＣＵなどの一部を除い

て十分ではなく、これを達成するうえで臨床技術向上に関連したＪＩＣＡの集団、ある

いは個別研修への割当てに際しての配慮を望まれている。

　また、臨床実習のためのモデル病棟における臨床看護技術の開発への協力（専門家の

派遣による技術指導含む）も期待されている。
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(２) 図書館内の書籍はＪＩＣＡの機材供与費で購入されたものも加えると相当数（１万2000

冊以上）の蔵書を誇っているが、当初計画の１万5000冊には達しておらず、引き続き書

籍購入が必要として日本の支援を求めている。

　また、ビデオ教材もまだ十分とはいえず、これについての支援も求められている。

(３) そのほか病院勤務者、学内職員とその家族に保健医療サービスを提供する計画でＨＩＮ

内に設置されているＰＨＣユニットは開設のための予算が付いておらず、現在実習室と

して使用されているが、このユニットの運営開始に関する協力の要望もあった。

　また、これまでの技術の蓄積を生かして将来は第三国研修を日本の協力により実施し

たいという意向も表明された。

　エジプト保健省ではすでに看護教育分野の第三国研修を実施中であり、類似案件を同

時に実施することになるのではと先方の真意を確認したところ、保健省との相違点とし

て、国の看護政策立案にかかわるトップリーダーに対するセミナーを想定している、ま

た対象国も中東、あるいは仏語圏アフリカ（仏語に堪能な教員を有している由）を想定

しているとの説明もあった。

　プロジェクトの成果を第三国研修により周辺国に普及したいという積極的姿勢に配慮

し、取りあえず先方要望を合同評価報告書に記載、ＪＩＣＡエジプト事務所に報告した

が、本件取扱いの判断を含め、今後の調整は本部研修事業部と現地事務所の間で実施し

ていくのが妥当と思われる。
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資　　　料資　　　料資　　　料資　　　料資　　　料

１　合同評価報告書１　合同評価報告書１　合同評価報告書１　合同評価報告書１　合同評価報告書

２　プロジェクト・デザイン・マトリックス（ＰＤＭ）２　プロジェクト・デザイン・マトリックス（ＰＤＭ）２　プロジェクト・デザイン・マトリックス（ＰＤＭ）２　プロジェクト・デザイン・マトリックス（ＰＤＭ）２　プロジェクト・デザイン・マトリックス（ＰＤＭ）

３　カイロ大学看護学部教員数・生徒数の推移３　カイロ大学看護学部教員数・生徒数の推移３　カイロ大学看護学部教員数・生徒数の推移３　カイロ大学看護学部教員数・生徒数の推移３　カイロ大学看護学部教員数・生徒数の推移

４　カイロ大学看護学部教科別・職階別教員数の推移４　カイロ大学看護学部教科別・職階別教員数の推移４　カイロ大学看護学部教科別・職階別教員数の推移４　カイロ大学看護学部教科別・職階別教員数の推移４　カイロ大学看護学部教科別・職階別教員数の推移

５　５　５　５　５　HIN  STAFF  DEVELOPMENT  PROGRAMHIN  STAFF  DEVELOPMENT  PROGRAMHIN  STAFF  DEVELOPMENT  PROGRAMHIN  STAFF  DEVELOPMENT  PROGRAMHIN  STAFF  DEVELOPMENT  PROGRAM

６　カイロ大学看護学部組織図６　カイロ大学看護学部組織図６　カイロ大学看護学部組織図６　カイロ大学看護学部組織図６　カイロ大学看護学部組織図
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